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７
月
６
日
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
「
東
日
本
工

作
エ
リ
ア
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
が
開
催
さ
れ
支
部
よ
り
庄
司
委
員
長

（
エ
リ
ア
工
作
副
議
長
）
含
め
４
名
が
参
加
し
て
来
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
さ
ら
な
る
推

進
」
の
会
社
施
策
の
検
証
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
各
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
支
部
が
意
思
統
一
を
図
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
エ
リ
ア
松
井
書
記
長
よ
り
会
社
側
の
外
注
化
の
取
組
み

と
方
向
性
、
検
修
職
場
の
現
状
に
つ
い
て
の
報
告
で
は
、
特
に
総

合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
件
と
し
て

◆
一
昨
年
の
東
急
車
両
の
取
得
は
ブ
ラ
ン
ド
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

新
製
と
運
用
に
つ
い
て
優
位
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い

る
。
新
津
と
Ｊ
・
ト
レ
ッ
ク
と
の
関
り
で
は
、
新
津
は
我
社
、

Ｊ
・
ト
レ
ッ
ク
は
民
鉄
な
ら
び
に
海
外
へ
と
の
位
置
づ
け
。

◆
昨
年
よ
り
Ｇ
会
社
施
策
が
始
ま
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
設
備
メ

ン
テ
、
二
〇
〇
七
年
に
駅
の
一
括
外
注
化
が
あ
り
、
経
営
戦
略

が
進
め
ら
れ
て
い
る
流
れ
が
あ
る
。
今
日
ま
で
撤
回
を
含
め
、

修
正
を
行
っ
て
き
て
お
り
本
社
と
支
社
と
の
「
す
み
わ
け
」
を

行
っ
て
い
く
。

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
よ
り
今
回
の
Ｇ
会
社
施
策
の

報
告
が
あ
り
、
主
に
共
通
す
る
件
で
は

①
本
来
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
プ
ロ
パ
ー
教
育
を
行
っ
て
い
る

②
本
体
と
委
託
会
社
間
の
ル
ー
ル
が
不
明
確
な
所
が
あ
る

③
デ
ー
タ
処
理
に
不
安
が
残
る

④
委
託
会
社
に
つ
い
て
は
手
当
を
付
け
る
業
務
が
あ
る

⑤
委
託
化
さ
れ
な
い
が
外
部
（
駅
や
車
両
セ
ン
タ
ー
）
へ
の
エ
ル

ダ
ー
の
場
に
。
今
後
の
業
務
を
こ
な
す
の
が
課
題
。

等
の
報
告
が
さ
れ
、
ま
と
め
と
し
て
、

１
．
更
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
想
定
、
労
働
条
件
向
上
に
は
ど
う

繋
げ
て
い
く
か
。

２
．
組
織
の
拡
大
に
つ
い
て
。

３
．
出
向
会
社
の
交
渉
強
化
の
体
制
（
就
業
規
則
の
変
更
含
め
）

を
ど
う
す
る
の
か

等
を
確
認
し
、
本
社
と
本
部
間
に
お
い
て
現
状
を
見
極
め
な
が
ら

見
直
し
要
求
を
提
出
し
、
団
体
交
渉
を
求
め
て
い
く
事
を
意
思
統

一
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

７
月
26
日
か
ら
27
日
、
静
岡
県
伊
東
市
に
お
い

て
第
82
回
定
期
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し
石
上
委
員
長
は
、

◎
先
の
衆
議
院
総
選
挙
で
誕
生
し
た
安
倍
政
権
の

政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
に
よ
る
政
治
状
況

◎
オ
ス
プ
レ
イ
や
普
天
間
基
地
に
代
表
さ
れ
る
反

戦
平
和
問
題

◎
先
日
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
参
議
院

で
政
権
与
党
は
過
半
数
に
議
席
を
増
や
し
、
今

後
、
安
倍
政
権
は
労
働
契
約
法
に
「
解
雇
自
由
」

の
原
則
を
は
じ
め
、
労
働
法
制
の
改
悪
、｢

国

防
軍
創
設｣

・｢

憲
法
第
96
条
改
正｣｢

集
団
的
自

衛
権
の
行
使｣

な
ど
憲
法
改
悪
の
動
き
に
拍
車

が
か
か
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
。

◎
健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関
係
な
く
し
て
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
も
、
会
社
の
健
全
な
発
展
も

成
し
得
な
い
。
健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
と
職

場
環
境
の
改
善
、
雇
用
の
確
保
と
社
員
の
生
活

向
上
な
ど
目
ざ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
国
労
組
織
の
強
化
・
拡
大
は
す
べ
て
の
運
動
の

原
動
力
。
昨
年
の
大
会
の
決
定
以
降
、
本
部
と

し
て
全
国
的
に
意
思
統
一
を
行
い
「
組
織
拡
大
・

全
国
統
一
闘
争
」
を
展
開
し
、
幾
度
と
な
く
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
今
、

全
機
関
が
大
き
く
展
望
の
持
て
る
組
織
へ
と
歩

み
出
す
こ
と
を
訴
え
て
き
た
。

職
場
に
は
、
年
代
を
問
わ
ず
、
他
労
組
に
不
平
・

不
満
を
持
つ
仲
間
は
急
増
し
て
い
る
。
職
場
の

不
満
や
不
安
に
国
労
が
い
か
に
応
え
る
か
、
問

題
の
解
決
へ
の
努
力
を
国
労
加
入
へ
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
定
の
組
織

の
数
が
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
闘
い
は
後
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
も

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史
と
教
訓
な
ど
に

学
び
、
従
前
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
と
、
職
場

に
根
ざ
し
た
国
労
の
存
在
意
義
と
粘
り
強
い
取

り
組
み
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

等
の
挨
拶
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
会
は
、
各
議
題
の
承
認
等
、
経
過
５
名
方
針

28
名
の
発
言
が
あ
り
、
眞
子
書
記
長
は
組
織
強
化
・

拡
大
、
共
闘
運
動
の
強
化
、
二
〇
一
四
年
春
闘
の

闘
い
、
貨
物
問
題
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

と
放
射
線
問
題
、
政
治
動
向
（
普
天
間
問
題
、
憲

法
問
題
）
に
つ
い
て
集
約
答
弁
を
行
い
、
「
大
会

宣
言
」
や
「
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
社
会

保
障
改
悪
、
消
費
税
増
税
、
労
働
法
制
の
改
悪
に

反
対
し
、
平
和
憲
法
と
国
民
生
活
を
守
る
特
別
決

議
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尚
、
詳
し
い
内
容
は
、
後
に
発
行
さ
れ
る
国
鉄

新
聞
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

塩釜労福協花火鑑賞船が、
７月１４日に開催され、当支部
から５家族が参加しています。


